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事業名称 キャンドルナイト２０１６～灯幻郷～ 

申請ＬＯＭ名 公益社団法人田川青年会議所 

事業年度ＬＯＭ会員数 ４９名 

事業年度理事長 沖本 雄紀 

２０１７年度理事長 今村 寿人 

事務局住所 福岡県田川市伊田３４９４－１ 

事務局ＴＥＬ／ＦＡＸ ＴＥＬ：0947－44－6348   ＦＡＸ：０９４７－４５－５３７４ 

担当者 氏名：坂本 健一 

電話番号：0947－44－6348 

Ｅ－Ｍａｉｌ：tagawa-jc@bh.wakwak.com 

 

事業参加者 

（実施合計１４４９８名） 

ＪＣ会員数 実施     ３３名 計画     ４９名 

協力団体・企業 

などの関係者数 

 

実施  １４４２９名 

 

計画  １４５４９名 

一般参加者数 実施     ３６名 計画     ５０名 

事業実施に至る背景 昨年度、コールマイン・フェスティバルは１０回という節目の年を迎え、

過去にない規模での開催となりました。田川市のまつりから、田川の祭り

へと昇華しつつあり、行政だけではなく、多くの方の協力で運営され、地

域に根差した祭りになりつつあります。しかしながら、実行委員会をはじ

め、運営は田川市主体で進められており、８行政の意思を反映した祭りに

はなっていません。将来にわたって田川に根差した祭りへと進化するため

にも、８行政の住民の意思を反映させることができる組織づくりを行う必

要があります。 

事業目的 

対外 

地域の垣根を超えた住民目線での事業の運営をとおして、住民が手を取り

地域を盛り上げていくことができるという体験をしていただくことを目的

とします。 

事業目的 

対内 

住民や行政との関わりを通じて、まちづくり、ひとづくりに活用できる次

のステージへの体制・関係づくりを目的とします。 

事業内容 

４００文字程度 

将来は、田川地域住民、各団体、各行政が協力し、助け合い、自分たちで

作り上げる祭りに進化することができるような事業を作りあげていくた

め、下記の手法で展開します。 

・キャンドルナイト・サポーターズ 

今後も継続的に続いていくキャンドルナイトを支える組織を作るため、老

若男女の区別なく、『キャンドルナイト・サポーターズ』を募集します。ま

た、過去に参加協力いただいたボランティアの方にも声をかけ、今年度よ

りサポーターとして登録していただきます。 

事業の概要 開催の形式 主催 ・ 共催 ・ 主管 ・副主管 



（〇を付けてください） 事業対象者 メンバー・市民・小学生・その他学生・その他 

事業区分 継続事業 

公益・共益区分 公益 公３ 

事業予算・決算 予算額 1,070,000 

決算額 1,049,040 

開催日時       ２８年 １１月５日（土）１９：００～２１：００ 

開催場所 田川市石炭記念公園 

協力団体 共催 第１１回ＴＡＧＡＷＡコールマイン・フェスティバル実行委

員会 

協賛 田川市・赤村・糸田町・大任町・川崎町・香春町・添田町・

福智町・福岡県立大学、一般社団法人田川広域観光協会、

田川市教育委員会・赤村教育委員会・糸田町教育委員会・

大任町教育委員会・川崎町教育委員会・香春町教育委員

会・添田町教育委員会・福智町教育委員会・田川市郡の保

育園・幼稚園・小中高等学校、朝日新聞・西日本新聞・毎

日新聞・読売新聞 

後援 なし 

その他 なし 

事業実施へ工夫した点と

その効果４００文字程度 

①キャンドルナイト・サポーターを呼びかけます。登録制とし、実施組織

が継続的に続く仕組みづくりを行うことで、将来的には住民主体でキャン

ドルナイトが行われるようになる第一歩となります。 

②保護者の中にも、子どもがメッセージキャンドルを作成していることを

知らない方も多く存在します。すべてのメッセージキャンドル作成対象者

の保護者に対して、キャンドルナイト案内文を配布することで、かつてな

い来場者を募り今まで以上の来場者と一体となったコールマイン・フェス

ティバルを目指します。 

地域社会への影響 

４００文字程度 

サポーターズが、田川市、糸田町から参加いただけたこともあり、地域の

垣根を超えることはできた。住民目線での事業の運営について、点灯式を

お任せし、サポーターズが主体性をもって点灯式を盛り上げることに取り

組むことができた点で達成できたと考えます。 

ＬＯＭへの影響 

４００文字程度 

田川市魅力向上課と企画、準備、実行、反省の過程を通して連携が図れ、

その中で、様々な場面で相互に協力し、助け合うことが出来た点では、行

政との体制・関係づくりができた。また、折を見て、キャンドルナイトに

対しての青年会議所の将来的な考え方を伝えることができた。 

事業ＰＲポイント 

ご自由に記載して下さい 

田川市郡８市町村の行政、教育機関を巻き込み約１５０００個のキャンド

ルを灯すキャンドルナイトでは、来場者数が年々増加傾向にあります。そ

の中でも昨年は、過去最高の来場者となり、この事業が田川の住民だけで

なく遠方からも足を運んで頂けるようになりました。 



 

 

 

 

 

事業風景写真も４～５枚程度あわせてお送り下さい。 

エントリーアドレス：ｆｕｋｕｏｋａ．ａｗａｒｄｓ@ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ 


